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マ
イ
ナ
定
着
は
い
つ
？

マ
イ
ナ
定
着
は
い
つ
？

　

昨
年
12
月
、健
康
保
険
証
の

新
規
発
行
が
停
止
さ
れ
、
マ

イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本
化
が

始
ま
っ
た
。し
か
し
、厚
労
省

が
５
月
に
公
表
し
た
利
用
率

は
、25
年
４
月
時
点
で
わ
ず
か

28
・
65
％
に
留
ま
り
、一
本
化

開
始
か
ら
４
カ
月
を
経
て
も
、

４
人
に
１
人
し
か
使
用
し
て

い
な
い
状
況
が
続
く
図
１
。

　

政
府
は
マ
イ
ナ
保
険
証
利

　

２
０
２
４
年
介
護
事
業
所

の
倒
産
が
過
去
最
高
の
１
７ 

２
件
に
達
し
た
。
訪
問
介
護

事
業
所
が
81
件
と
最
多
だ
っ 

た
。
昨
年
の
改
定
で
訪
問
介

護
の
報
酬
が
約
２
％
引
き

下
げ
ら
れ
、
訪
問
介
護
事

業
所
の
８
割
が
人
員
不
足
で

利
用
者
制
限
に
よ
る
減
収

で
あ
る
。
そ
れ
に
物
価
高
騰

が
加
わ
っ
た
▼
日
本
の
生
産

年
齢
人
口
は
既
に
減
少
し
、

２
０
２
３
年
10
月
の
介
護
職 

員
も
２
１
２
万
６
千
人
と
初

め
て
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

介
護
職
員
の
不
足
数
は
２
０ 

３
０
年
に
53
万
人
、
２
０
５ 

０
年
に
は
１
２
２
万
人
に
上

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
人

手
不
足
を
補
う
た
め
外
国
人

介
護
職
員
の
受
け
入
れ
が
必

須
で
、
２
０
２
３
年
時
点
で

既
に
約
４
万
人
の
外
国
人
が

介
護
分
野
で
働
く
。
こ
れ
か

ら
医
療
分
野
で
も
同
様
の
流

れ
に
な
る
だ
ろ
う
▼
外
国
人

の
日
本
語
能
力
に
は
差
が
あ

る
。
介
護
を
受
け
る
高
齢
者

や
同
僚
の
日
本
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

で
、
円
滑
な
介
護
の
提
供
が

困
難
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
▼
解
決
策
の
一
つ
が
Ａ

Ｉ
の
活
用
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
翻

訳
ツ
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
言

語
の
壁
を
大
幅
に
軽
減
で

き
、
外
国
人
と
の
意
思
疎
通

が
改
善
し
た
と
の
報
告
も
あ

る
。
日
本
の
介
護
を
外
国
人

と
Ａ
Ｉ
に
頼
る
時
代
が
す
ぐ

そ
こ
に
来
て
い
る
。（
Ｙ
Ｉ
）

用
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
窓

口
で
の
限
度
額
以
上
の
支
払

い
不
要
」
や
「
転
職
・
転
居

後
も
す
ぐ
利
用
可
能
」
等
を

示
す
も
、「
持
ち
歩
き
た
く

な
い
」「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

な
い
」
と
い
っ
た
国
民
の
声

は
根
強
い
。

新
た
な
２
０
２
５
年
問
題

新
た
な
２
０
２
５
年
問
題

　

保
団
連
が
５
月
に
公
表
し

た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に

係
る
実
態
調
査
」（
Ｑ
Ｒ
参

照
）
で
は
回
答
し
た
９
７
４ 

１
医
療
機
関
の
う
ち
、
６
割

以
上
が
窓
口
業
務
に
「
負
担

を
感
じ
る
」
と
回
答
。
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
操
作
支
援
や
、

「
資
格
確
認
書
」と「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
の
混
同
対
応

な
ど
が
現
場
の
負
担
と
な
っ

ぎ
な
い
。
現
行
保
険
証
の
有

効
期
限
は
最
長
で
も
12
月
ま

で
。
こ
の
ま
ま
で
は
マ
イ
ナ

保
険
証
の
保
有
者
８
３
０
０ 

万
人
の
う
ち
、後
期
高
齢
者
を

除
く
７
０
０
０
万
人
に
混
乱

が
及
ぶ
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
渋
谷
区

と
世
田
谷
区
は
国
の
方
針
に

反
し
、
国
保
の
被
保
険
者
全

員
に
対
し
、
資
格
確
認
書
を

一
斉
送
付
す
る
方
針
を
示
し

た
。
事
実
上
の
保
険
証
存
続

案
と
言
え
な
い
か
。

◇　

◇　

◇

　

現
行
保
険
証
を
存
続
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
と
の
使
い
分

け
は
国
民
の
意
思
に
委
ね
る

の
が
最
善
策
で
あ
る
。
さ
も

な
け
れ
ば
資
格
確
認
書
を
全

国
民
に
交
付
す
る
。
こ
れ
で

最
後
の
方
向
転
換
と
し
て
は

い
か
が
か
。

て
い
る
。
さ
ら
に
９
割
近
く

の
医
療
機
関
で
「
患
者
情
報

の
不
一
致
」
や
「
機
器
・
通

信
の
エ
ラ
ー
」
に
加
え
、
急

増
す
る
「
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
切
れ
」
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

市
立
札
幌
病
院
で
も
５
月
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
読
み
取
り

機
器
の
不
具
合
が
発
生
、
従

来
の
保
険
証
や
資
格
を
証
明

す
る
書
類
等
で
対
応
し
た
事

態
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

今
後
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
き
っ
か
け
に
発
行
さ

れ
た
カ
ー
ド
が
25
年
度
以

降
、
続
々
と
電
子
証
明
書
の

５
年
間
有
効
期
限
切
れ
と
な

り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
す
る

恐
れ
が
あ
る
図
２
。
カ
ー

ド
本
体
に
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
記
載
は
無
く
、
本
人

も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
失
効
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

迷
走
す
る
対
応

迷
走
す
る
対
応

　

厚
労
省
は
４
月
、マ
イ
ナ
保

険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
全

員
に
資
格
確
認
書
を
一
律
交

付
す
る
と
再
度
の
方
向
転
換

を
発
表
。
こ
れ
は
有
効
期
限

が
一
斉
に
切
れ
る
７
月
末
に

向
け
て
、
行
政
窓
口
の
混
乱

を
回
避
す
る
暫
定
措
置
に
す

　

苫
小
牧
支
部
は
５
月
27

日
、
苫
小
牧
市
内
で
臨
時
総

会
を
開
き
、
医
科
・
歯
科
の

一
体
化
に
伴
う
役
員
改
選
を

実
施
し
た
。
支
部
長
に
は
加

藤
茂
治
氏（
医
科
）、
副
支
部

長
に
は
阿
部
雅
人
氏（
歯
科
）

と
黒
田
徹
氏（
医
科
）
が
選

出
さ
れ
、
新
た
な
体
制
が
正

式
に
発
足
し
た
。

　

冒
頭
、
加
藤
支
部
長
は
就

任
の
経
緯
に
触
れ
た
上
で
、

副
支
部
長
に
就
任
し
た
苫
小

牧
歯
科
医
師
会
会
長
の
阿
部

氏
に
支
部
活
動
へ
の
協
力
を

要
請
し
、
快
諾
を
得
た
こ
と

を
紹
介
。
続
い
て
、
今
後
の

支
部
運
営
に
つ
い
て
、
地
域

に
根
ざ
し
た
事
業
や
会
員
間

の
交
流
企
画
の
展
開
、
医
科

歯
科
の
連
携
を
軸
と
し
た
方

向
性
を
語
り
、
予
定
し
て
い

る
行
事
や
活
動
の
方
針
を
説

明
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
伊
藤
副
会
長

が
出
席
し
、
医
科
歯
科
連
携

し
て
取
り
組
む
「
新
・
苫
小

牧
支
部
」
の
始
動
を
祝
福
。

医
師
・
歯
科
医
師
の
地
域
偏

在
が
大
き
な
課
題
と
な
る
中
、

地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
支

え
て
い
く
た
め
に
は
、
保
険

医
の
結
束
強
化
と
支
部
活
動

の
一
層
の
活
性
化
が
重
要
だ

と
し
て
、
期
待
を
寄
せ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

が
開
か
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
医
科
・
歯
科
の
垣

根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
た
。

　

本
会
は
５
月
24
日
、「
薬

剤
関
連
顎
骨
壊
死（
Ｍ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
）」
を
テ
ー
マ
に
、
藤

盛
真
樹
氏（
釧
路
労
災
病
院 

歯
科
口
腔
外
科
部
長
）
を
講

師
に
迎
え
、「
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
２
０
２
３
」
お
よ

び
北
海
道
病
院
歯
科
医
会
の

研
究
を
基
に
講
演
会
を
開
催

し
た
。

　

冒
頭
、
小
堀
政
策
部
副
部

長
の
司
会
の
も
と
橋
本
会
長

が
挨
拶
し
、
高
齢
化
や
医
療

Ｄ
Ｘ
対
応
の
難
し
さ
が
歯
科

医
院
の
廃
業
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
現
状
に
触
れ
、

医
科
・
歯
科
連
携
強
化
の
重

要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に

「
顎
骨
壊
死
と
骨
粗
鬆
症
が

両
者
に
共
通
す
る
課
題
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
で
は
ま
ず
、
Ｍ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｊ
の
定
義
を
説
明
し
「
ビ

ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤

ま
た
は
デ
ノ
ス
マ
ブ
製
剤
の

使
用
歴
が
あ
り
、
８
週
間
以

上
骨
露
出
ま
た
は
瘻
孔
が
遷

延
し
、
か
つ
顎
骨
へ
の
放
射

線
治
療
歴
が
な
く
、
が
ん
転

移
で
な
い
こ
と
」と
し
た
。
ポ

ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
診
断
、

リ
ス
ク
因
子
、
発
症
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
発
症
頻
度
、
予
防
、

治
療
、
連
携
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
お
り
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
２
０
２
３
で
は
骨

粗
鬆
症
患
者
に
お
け
る
Ｍ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
最
新
発
症
頻
度
、

抜
歯
時
の
薬
剤
非
休
薬
の
提

案
、
治
療
目
標
の
「
治
癒
」

へ
の
転
換
な
ど
が
主
要
な
変

更
点
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

藤
盛
氏
は
「
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ

の
予
防
と
治
療
に
お
い
て
、

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

の
相
互
理
解
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
強
調
。
実
際
の
症
例

や
２
０
２
３
年
に
改
訂
さ
れ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
て

具
体
的
に
解
説
し
た
。

　

最
後
に
「
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
に

罹
患
す
る
と
非
常
に
治
療
は

困
難
な
た
め
、
何
よ
り
も
予

防
が
重
要
。
医
・
歯
・
薬
の

連
携
を
さ
ら
に
強
固
に
し
、

骨
粗
鬆
症
患
者
の
治
療
と
Ｍ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
対
策
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
講

演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　主な目次　
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２
面
…
●
時
論
「
医
療
Ｄ
Ｘ-

受
益
者

な
き
制
度
改
革
の
行
方
」

　
　
　
●
解
説
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
更
新
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

図１  �マイナ保険証利用率と利用件数の推移（厚労省資料より作成）

講師の藤盛 真樹氏

加藤茂治支部長 阿部雅人副支部長 黒田徹副支部長

図２  �電子証明書の想定更新必要件数（総務省資料より作成）

 マイナ保険証利用に係る実態調査
� （保団連）はこちら　

　
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
か
ら
半
年
が
経
過
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
は
依
然
と
し
て
３
割
を
下
回
り
、
国
民
お
よ
び
医
療
現
場
で
は
混
乱
や

ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
厚
労
省
は
４
月
、
後
期
高
齢
者

全
員
に
一
律
で
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
す
る
１
年
間
限
定
の
策
を
発
表
。

こ
れ
は
制
度
の
混
乱
ぶ
り
を
象
徴
す
る
「
苦
肉
の
策
」
に
過
ぎ
な
い
。

マ
イ
ナ
移
行
進
ま
ず

国
民
・
医
療
現
場
の
混
乱
い
つ
ま
で
？

国
民
・
医
療
現
場
の
混
乱
い
つ
ま
で
？

苫
小
牧
支
部　

臨
時
総
会

苫
小
牧
支
部　

臨
時
総
会

政
策
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会

政
策
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会

　

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
の
予
防
と
治
療
を
解
説

　

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
の
予
防
と
治
療
を
解
説

医科歯科一体で新体制発足
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25
年
４
月
よ
り
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
の

運
用
が
見
直
さ
れ
、
電
子

処
方
箋
導
入
体
制
や
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
率
が
厳
格

な
評
価
項
目
と
し
て
設
定

さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｘ
の

環
境
整
備
・
定
着
化
を
目

的
と
し
た
政
策
的
な
一
手

と
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療

現
場
へ
の
負
担
は
増
大
し

混
乱
が
長
期
化
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
医
療
Ｄ
Ｘ
と

は
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で

は
な
く
①
国
民
の
更
な
る

健
康
増
進
②
切
れ
目
な
く

よ
り
質
の
高
い
医
療
等
の

効
率
的
な
提
供
③
医
療
機

関
等
の
業
務
効
率
化
④
シ

ス
テ
ム
人
材
等
の
有
効
活

用
⑤
医
療
情
報
の
二
次
利

用
の
環
境
整
備
の
５
点
を

目
指
す
も
の
と
さ
れ
る
。

飽
く
ま
で
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
の
方
法
論
の
一

つ
に
過
ぎ
な
い
デ
ジ
タ
ル

環
境
の
整
備
が
、
あ
た
か

も
到
達
目
標
で
あ
る
か
の

よ
う
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
だ
。
こ
う

し
た
本
末
転
倒
が
起
こ
る

背
景
に
は
、
現
場
負
担
が

大
き
く
国
の
実
効
支
援
が

乏
し
い
実
態
が
あ
る
。
低

迷
す
る
電
子
カ
ル
テ
や
電

子
処
方
箋
の
導
入
率
を
受

け
、
国
は
25
年
度
に
向
け

て
医
療
情
報
化
支
援
基
金

や
導
入
補
助
、
標
準
型
電

子
カ
ル
テ
等
ク
ラ
ウ
ド
型

シ
ス
テ
ム
の
普
及
支
援
、

ベ
ン
ダ
ー
へ
の
機
能
実
装

要
請
な
ど
、
包
括
的
な
推

進
策
を
講
じ
て
い
る
と
い

う
が
、
後
手
に
回
っ
た
感

が
否
め
な
い
。
医
療
機
関

に
と
っ
て
は
高
額
な
導
入

維
持
コ
ス
ト
、
Ｉ
Ｔ
人
材

不
足
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

の
課
題
は
眼
前
に
迫
る
一

方
で
、
最
終
受
益
者
た
る

国
民
の
健
康
増
進
を
達
成

す
る
未
来
は
描
け
ず
に
い

る
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
は
本
来
、
２ 

０
４
０
年
問
題
に
向
け
た

社
会
保
障
改
革
の
中
核
を

担
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
役
割
を
真
に
果
た
す

た
め
に
は
、
医
療
従
事
者

と
患
者
を
中
心
に
据
え
た

制
度
設
計
へ
の
転
換
と
と

も
に
、
国
に
よ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
や
人
材

育
成
へ
の
政
策
的
投
資
が

不
可
欠
で
あ
る
。
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
は
、

そ
の
定
着
と
成
果
を
評
価

す
る
段
階
で
こ
そ
機
能
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、「
導

入
す
れ
ば
加
算
が
取
れ

る
」
と
い
っ
た
餌
の
よ
う

な
位
置
に
据
え
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
は
医
療
機
関
に
負
担

を
強
い
る
現
在
の
進
め
方

が
起
こ
し
た
シ
ス
テ
ム
エ

ラ
ー
と
言
え
よ
う
。
現
場

医
療
者
に
と
っ
て
実
現
困

難
な
施
策
を
行
え
ば
、
そ

の
利
益
が
患
者
に
届
か
な

い
の
は
自
明
の
理
だ
。

パ
ス
ワ
ー
ド
対
策
と

パ
ス
ワ
ー
ド
対
策
と

��
Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
管
理
を
強
化

Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
管
理
を
強
化

　

今
回
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
新
た
な
項
目
を
追
加
し
た

背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ

イ
バ
ー
被
害
事
例
の
分
析

が
あ
る
表
。
特
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
や
サ
ー
バ
ー
の

パ
ス
ワ
ー
ド
が
「
推
測
し
や

す
い
短
い
文
字
列
」
や
「
使

い
回
し
」
で
あ
っ
た
事
例
が

多
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

シ
ス
テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
、
サ
ー
バ
ー
等
の
パ
ス

ワ
ー
ド
の
使
い
回
し
禁
止
が

明
確
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、

パ
ス
ワ
ー
ド
が
「
長
く
複
雑

で
推
測
困
難
か
」「
出
荷
時
の

設
定
パ
ス
ワ
ー
ド
か
ら
変
更

さ
れ
て
い
る
か
」
な
ど
が
確

認
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
し

て
シ
ス
テ
ム
が
動
か
な
く
な

る
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、

医
療
機
関
は
シ
ス
テ
ム
事
業

者
と
の
連
携
を
密
に
し
、
慎

重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
ト
レ
ー

ジ
経
由
で
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
侵

入
や
、
臨
床
研
究
デ
ー
タ
な

ど
を
保
存
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
ト

レ
ー
ジ
の
紛
失
事
故
も
後
を

絶
た
な
い
。
そ
の
た
め
、
業

務
の
必
要
性
に
応
じ
て
外
部

接
続
機
器
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
利
用
前
の
記
録
媒
体

の
ウ
イ
ル
ス
ス
キ
ャ
ン
や
利

用
後
の
初
期
化
を
行
う
等
の

対
策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
る
。

サ
イ
バ
ー
対
策

サ
イ
バ
ー
対
策

��

個
別
指
導
で
確
認

個
別
指
導
で
確
認

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
「
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

第
６
・
０
版
」
か
ら
特
に
重

要
な
項
目
を
抜
粋
し
た
も
の

で
、
各
医
療
機
関
は
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い

て
、
自
己
評
価
に
活
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、

保
健
所
の
立
入
検
査
や
北
海

道
厚
生
局
の
個
別
指
導
・
新

規
個
別
指
導
に
お
い
て
も
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
し
て
医
療
機
関
の
状
況
が

確
認
さ
れ
る
た
め
、
注
意
さ

れ
た
い
。

運
用
管
理
規
程
の
新
設

運
用
管
理
規
程
の
新
設

　

今
回
の
改
訂
で
新
た
に
追

加
さ
れ
た
の
が
「
規
程
類
の

整
備
」だ
。
具
体
的
に
は「
運

用
管
理
規
程
等
」
に
、
イ
ン

シ
デ
ン
ト
発
生
に
備
え
た
対

応
な
ど
を
定
め
て
い
る
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

作
成
す
る
規
程
は
、
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
で

き
る
機
器
の
管
理
方
法
や
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
異
常
発

生
時
の
対
応
、
職
員
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
・
訓
練

の
実
施
な
ど
が
明
文
化
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
ら
は
、

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
小
規
模
医
療
機
関
等
向

け
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
参
考
に
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
、立
入
検

査
時
に
は
確
認
対
象
と
な
る
。

◇　

◇　

◇

　

全
国
で
猛
威
を
振
る
う
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
は
、
電
子
カ

ル
テ
等
の
医
療
デ
ー
タ
を
人

質
に
取
り
、
長
期
間
の
診
療

停
止
を
招
く
深
刻
な
脅
威

だ
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
誰
し

も
が
対
象
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
医
療
機
関
が
そ
の

対
策
を
怠
れ
ば
、
経
営
破
綻

に
繋
が
り
か
ね
な
い
だ
け
で

な
く
、
地
域
住
民
の
生
命
と

健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
医
療
機
関
の
負

担
だ
け
が
重
く
の
し
か
か
る

状
況
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
は
解
決
し
え
な
い
。

特
に
個
人
診
療
所
の
よ
う
な

小
規
模
医
療
機
関
単
独
で
多

様
な
対
策
を
講
じ
る
の
は
困

難
で
あ
り
、
対
策
コ
ス
ト
が

過
大
な
負
担
と
な
ら
ぬ
よ
う
、

支
援
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

表  �チェックリストに追加された主な項目と背景

①パスワードは英数字、記号が混在した8文字以上とし、定期的に変更している。
②パスワードの使い回しを禁止している。
　実際にサイバー攻撃の被害を受けた過去の事例においても、ネットワーク機器やサー

バーのパスワードが容易に推測可能なものや文字列が短かった例が繰り返し確認され

ている。

　また、昨年発生したサイバー攻撃でもVPN装置をはじめとした医療機関内のシステ

ム、ネットワーク機器、サーバー等のパスワードが共通（使い回し）にされていたなど、不

適切なパスワードの設定・管理が被害拡大の要因であったことが判明した。

　医療情報システムの安全管理に関するガイドラインにおいて、2027年度時点で稼働

していることが想定される医療情報システムを、新規導入、又は更新するに際しては、

二要素認証を採用するシステムの導入、又はこれに相当する対応を行うことを求めて

いる。

③二要素認証を実装している。または2027年度までに実装予定である。

•部門システム等のPCにUSBストレージ経由でマルウェアが侵入し、他の部門の医療

機器等にマルウェア感染が広がり、診療業務へ影響を及ぼす等の事例も過去に生じ

ている。

•医療従事者が臨床研究のために患者診療データの一部を保存したUSBストレージ等

を紛失したり、USBストレージ等で持ち出したデータを保存した個人所有の端末PC

がサイバー攻撃を受けることで、個人情報の漏えい事故が後を絶たない状況となって

いる。

•情報漏えいの原因は外部からの不正アクセス、操作ミス等の過失、内部者の故意によ

る持ち出し等の内部不正、不適切な情報の取り扱い等と続いており、半数程が職員の

過失に起因している。

④USBストレージ等の外部記録媒体や情報機器に対して接続を制限している。

出典：医療等情報利活用ワーキンググループ2025年３月13日
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医
療
Ｄ
Ｘ—

受
益
者
な
き

制
度
改
革
の
行
方

　
厚
労
省
は
２
０
２
５
年
５
月
、「
医
療
機
関
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と
「
医
療
機
関
等
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
最
新
版
を
公
表
し
た
。
今
回
の
改
訂
で
は
「
パ

ス
ワ
ー
ド
の
桁
数
の
規
定
」
や
「
パ
ス
ワ
ー
ド
使
い
回
し
の
禁
止
」
な
ど
４
つ
の
重
要
項
目
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

医
療
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
て
い
る
。

サイバーセキュリティ対策更新サイバーセキュリティ対策更新
パスワード使い回しの禁止等４項目追加パスワード使い回しの禁止等４項目追加

解

説
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札
幌
西
区
と
も
メ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
の
胡
で

す
。

　

開
業
し
て
は
や
６
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ひ
と
こ
と
で
い

う
と
、
疲
れ
ま
し
た
ね
。
開

業
が
こ
ん
な
に
疲
れ
る
と

知
っ
て
い
た
ら
開
業
し
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
雑
用
が
多
い
。

人
事
管
理
が
面
倒
く
さ
い
。

「
昇
給
や
夏
季
休
暇
を
ど
う

す
る
」
と
社
労
士
に
訊
か
れ

て
も
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん

で
す
。
そ
も
そ
も
一
医
師
が

い
き
な
り
企
業
の
管
理
者
に

な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
無
理

も
な
い
で
す
ね
。

　

と
ま
あ
、
こ
こ
ま
で
は
お

そ
ら
く
開
業
医
の
皆
さ
ん
も

あ
る
あ
る
と
首
を
縦
に
振
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

こ
こ
か
ら
は
自
業
自
得
の
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
疲
弊
物
語
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
当
院
は
開

院
当
初
か
ら
、
予
約
な
し
で

も
新
患
を
受
け
付
け
る
よ
う

に
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は

他
院
同
様
、
予
約
制
に
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
で
は
『
大
至
急
見
て
欲
し

い
』
と
言
わ
れ
た
り
、
い
き

な
り
来
ら
れ
た
り
し
た
と
き

に
、
断
る
言
葉
を
考
え
て
欲

し
い
」
と
、
当
時
の
看
護
師

長
に
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
Ｎ
ｏ
」
と
元
々
な
か
な

か
言
え
な
い
性
格
で
、
い
ま

ま
で
嫁
に
い
つ
も
い
じ
め
ら

れ
て
き
た
私
が
、
こ
ん
な
言

葉
を
思
い
つ
く
こ
と
が
で
き

る
わ
け
な
ん
て
、
そ
も
そ
も

な
い
に
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
な
ら
ば
、「
一
層
新
患

予
約
な
し
、
紹
介
状
も
な
く

て
い
い
と
い
う
こ
と
に
し
よ

う
」
と
、
軽
い
気
持
ち
で
決

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
、
こ
れ
は
大
変
で
す
！

　

と
い
う
の
は
、
新
患
が
い

き
な
り
来
る
わ
け
で
す
か

ら
、
も
と
も
と
予
約
し
て
い

る
再
診
の
時
間
が
完
全
に
乱

れ
ま
す
。
し
か
も
再
診
は
あ

る
程
度
か
か
る
時
間
が
見
え

る
の
で
、
計
算
が
で
き
ま
す

が
、
新
患
の
な
か
で
は
、
か

な
り
時
間
を
要
す
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
当
然
再
診
が
さ
ら
に

遅
れ
ま
す
。
当
然
で
す
が
、

再
診
の
患
者
さ
ん
か
ら
、
文

句
が
出
ま
す
。
予
約
し
て
い

る
の
で
ど
う
し
て
待
た
さ
れ

る
の
か
！
ま
あ
、
当
然
で
す

よ
ね
、
文
句
を
い
う
の
は
。

　

で
は
、
新
患
を
待
た
せ
ら

れ
る
の
か
と
い
う
と
、
予
診

が
や
っ
と
終
わ
っ
て
そ
こ
で

待
っ
て
る
人
は
、
た
い
て

い
も
う
く
た
び
れ
て
ま
す
。

往
々
に
し
て
新
患
が
再
診
よ

り
状
態
が
悪
い
こ
と
が
多

く
、
待
っ
て
ら
れ
る
よ
う
な

は
親
に
年
金
を
払
っ
て
頂
い

て
ま
せ
ん
で
し
た
か
…
私
は

お
世
話
に
な
っ
て
ま
し
た
。

今
更
な
が
ら
、
親
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
我
が
家
も
就
職
す
る
ま
で

は
子
供
達
の
年
金
を
納
め
ま

し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん

変
化
す
る
年
金
制
度
に
対
応

し
、「
何
歳
ま
で
働
き
、
何

歳
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
の

か
」
と
い
っ
た
老
後
の
資
金

計
画
を
考
え
る
た
め
に
は
多

く
の
知
識
が
必
要
な
こ
と
も

送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
目
に

し
て
呆
然
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
選
択
肢
と
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
、
Ｒ
Ｐ
Ｇ
ゲ
ー
ム

の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
（
迷
宮
）
を

連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ

ら
に
日
本
は
今
、
物
価
上
昇

の
真
っ
只
中「
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
」
な
る
制
度
の
た

め
、
公
的
年
金
は
実
質
減
額

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

「
65
歳
健
康
寿
命
」
ご
存

知
で
す
か
？　

年
金
受
給
開

始
年
齢
で
も
あ
り
ま
す
が
、

65
歳
の
人
が
、
そ
の
後
の
人

生
で
日
常
生
活
を
制
限
な
く

過
ご
せ
る
期
間
を
指
す
そ
う

で
す
。
喫
煙
や
高
血
圧
な
ど

の
危
険
因
子
の
有
無
で
、
男

女
と
も
に
最
大
で
約
10
年
の

差
が
生
じ
、
危
険
因
子
の
な

い
人
は
男
性
で
87
歳
、
女
性

で
91
歳
ま
で
制
限
の
無
い
日

常
が
待
っ
て
い
る
ら
し
い 

で
す
。
70
代
ま
で
は
働
け

る
！？
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
…
。

　

人
生
、
い
つ
何
が
起
こ
る

か
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ

ん
、
私
は
65
歳
か
ら
年
金
を

受
け
取
り
た
い
と
思
う
次
第

で
す
。

状
態
で
は
な
い
人
が
多
い
。

そ
こ
を
さ
ら
に
待
た
せ
る
の

は
、
や
は
り
か
な
り
勇
気
が

い
り
ま
す
ね
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
自
分
で

蒔
い
た
種
な
の
で
、
毎
日
必

ず
誰
か
を
怒
ら
せ
な
が
ら
診

察
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
疲

弊
物
語
で
し
た
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
初
め

て
の
「
年
金
の
請
求
手
続
き

の
ご
案
内
」が
届
き
ま
し
た
。

日
本
国
民
の
義
務
で
あ
る
国

民
年
金
を
支
払
い
始
め
て
数

十
年
、
よ
う
や
く
年
金
を
受

け
取
る
権
利
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
基
礎
年
金
は

20
～
60
歳
の
40
年
間
加
入
す

る
こ
と
で
満
額
が
受
給
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
91
年
３
月
ま
で
は

学
生
の
国
民
年
金
加
入
が
義

務
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
今

の
50
代
以
上
の
人
は
学
生
時

代
の
数
年
は
未
加
入
の
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
こ
ち
ら
を
読
ま
れ
て
い

る
多
く
の
方
は
、
年
金
を
納

め
始
め
る
20
歳
の
頃
は
学
生

で
、
収
入
は
ま
だ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
卒

後
も
研
鑽
を
積
む
た
め
に
、

安
定
し
た
収
入
に
至
る
ま
で

に
は
数
年
を
要
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
間

　

２
０
２
５
年
２
月
３
日
夕

刻
よ
り
翌
朝
に
か
け
て
帯
広

市
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
降
り
始
め
に

は
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態

か
ら
、
翌
朝
に
は
積
雪
量

１
２
９
㎝
と
い
う
別
世
界

へ
。
12
時
間
降
雪
量
１
２
０

㎝
と
い
う
の
は
、
全
国
で
観

測
史
上
最
大
と
の
こ
と
で
、

全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
２
０
㎝
は
大
人
の
胸
く

ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

だ
け
降
る
と
当
然
ま
ち
の
機

能
は
停
止
し
ま
す
。
写
真
は

当
院
前
の
バ
ス
停
の
様
子
で

す
が
、
こ
の
バ
ス
会
社
は
３

日
間
全
路
線
運
休
し
ま
し

た
。
問
題
は
自
分
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
診
療
を
ど
う
す
る

か
で
す
。
当
院
は
糖
尿
病
専

門
で
、
も
し
１
型
糖
尿
病
患

者
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
な
く
な

る
状
況
に
な
れ
ば
命
に
関
わ

り
ま
す
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
は

自
宅
待
機
と
し
、
私
ひ
と
り

で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
（
当
院
は
自

宅
併
設
で
す
）。

　

周
辺
道
路
の
除
雪
は
絶
望

的
で
し
た
が
、
奇
跡
的
に
除

雪
業
者
が
来
て
駐
車
場
を
除

雪
し
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
、

定
時
に
開
院
し
ま
し
た
が
、

午
前
の
来
院
は
ゼ
ロ
。
そ
の

代
わ
り
予
約
変
更
の
電
話
が

山
の
よ
う
に
か
か
っ
て
き
ま

し
た
（
な
か
に
は
、
ぜ
ん
ぜ

ん
違
う
日
の
予
約
変
更
を
す

る
人
も
い
て
、
イ
ラ
ッ
と
し

た
）。

　

午
後
に
な
る
と
雪
も
や
ん

で
、
数
名
の
患
者
が
こ
の
道

路
状
況
で
ど
う
や
っ
て
来
た

の
か
謎
で
し
た
が
来
院
。
検

査
は
で
き
な
い
の
で
薬
の
処

方
を
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ

オ
通
話
で
医
療
事
務
ス
タ
ッ

フ
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

初
め
て
の
会
計
処
理
を
し
ま

し
た
。
そ
の
間
も
予
約
変
更

の
電
話
は
頻
繁
に
か
か
っ
て

き
ま
す
。

　

大
変
で
し
た
が
思
い
出
に

残
る
雪
の
一
日
で
し
た
。

文化講演会
北の鉄路の活用による

令和の日本列島改造
■講　師　阿部　等　氏
　　　　　（株式会社ライトレール取締役）
■と　き　7月5日（土）15：00～17：00
■ところ　オンラインまたは会場参加
　　　　　（会場：TKPガーデンシティPREMIUM
　　　　　 　札幌大通カンファレンスルーム6B）

■対　象　どなたでもご参加いただけます

■定　員　会場80名、

　　　　　オンライン500名まで

参加無料

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

〈申込フォーム〉

6/5号同封！

保険医会の
ポスターが完成しました
　待合室などに
ぜひご掲示ください

　若干残部があります。
ご希望の場合は
　ご連絡ください。

講　師

と　き

ところ

１部　林　 明宏　理事
２部　大岩 大祐　理事
8月2日（土）15：00～16：30
ウェブ開催
（Zoomを用いたオンライン開催）

対　象 歯科会員、歯科会員所属の医療機関職員

歯科スタッフセミナー 参加
無料

注意
事項

　当日はテキストとして「スタッフセミナー資料集　－窓口業務の
基礎知識－第11版」を使用します（7月上旬発刊予定）
※会員の先生には1冊無料配布いたします。

〈申込フォーム〉

130
記
録
的
大
雪
の
帯
広

帯
広
・
十
勝
支
部

　本
庄

　潤

1.225％1.225％

資料請求はこちら・運用結果にかかわらず予定利率を保証！

・配当があれば上乗せも
 　（2023年度実績：配当0.064％）

・１口単位で部分解約や積立の払込中断も可能

・受取方法は受給時に選択

※制度の詳細は必ずパンフレットをご確認ください。

気軽に始められます

予定利率が上がります
！

保険医年金

（2025年9月１日よ
り適用）

最低
保証

申込受付

６月25日（水）まで

クリニック前のバス停

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
疲
弊
物
語

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
疲
弊
物
語

札
幌
支
部　
札
幌
西
区
と
も
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

胡こ　
青せ

い
よ余

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
の
請
求

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
の
請
求

手
続
き
の
ご
案
内
」
が
届
き
ま
し
た

手
続
き
の
ご
案
内
」
が
届
き
ま
し
た

札
幌
支
部　
ユ
ニ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

阿あ

べ部　
ふ
じ
恵え
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電子カルテ情報共有サービス

　 　

　

最
近
、
Ａ
Ｉ
が
身
近
に
な

り
誰
で
も
簡
単
に
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
Ａ
Ｉ
と
は
「Artificial 

Intelligence

」
の
略
語
で

あ
り
、「
人
工
知
能
」
と

訳
さ
れ
ま
す 

。
例
え
ば

OpenAI

社
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
たChatGPT

や
、ア
ッ

プ
ル
が
開
発
し
たApple 

Intelligence

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
文
章
を
作
っ
た
り

編
集
し
た
り
、
通
知
や
メ
ー

ル
を
管
理
し
た
り
、
画
像
を

作
成
し
た
り
と
、
様
々
な
こ

と
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
新

た
な
変
革
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
今
後
10
年
で
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
産
業
や
自

動
車
産
業
を
大
き
く
上
回
る

市
場
規
模
に
成
長
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
み
に
従
う
ロ

ボ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
Ａ
Ｉ

は
自
ら
学
習
し
、
人
間
の
思

考
パ
タ
ー
ン
を
模
倣
し
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
医
療
Ａ
Ｉ
の

開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
遺

伝
子
配
列
を
分
析
し
て
が
ん

治
療
を
最
適
化
す
る
ゲ
ノ
ム

医
療
、
腫
瘍
な
ど
の
病
変
を

発
見
す
る
画
像
診
断
支
援
、

診
察
時
の
視
覚
支
援
や
治
療

計
画
の
立
案
を
行
う
診
断
・

治
療
支
援
、
成
分
分
析
を
行

い
な
が
ら
創
薬
を
作
製
す
る

医
薬
品
開
発
、
介
護
・
認
知

症
患
者
の
見
守
り
や
危
険
行

動
の
警
告
、
手
術
時
の
視
覚

や
手
先
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
手

術
支
援
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
技
術
に
よ
り
、
医
療
現
場

の
人
手
不
足
や
医
療
従
事
者

の
負
担
軽
減
、
医
療
過
誤
の

防
止
、
地
域
ご
と
の
医
療
格

差
の
解
消
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
医
療
Ａ
Ｉ

の
開
発
に
は
、
大
量
の
症
例

デ
ー
タ
の
学
習
が
必
要
と
な

る
た
め
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
問
題
、
Ａ
Ｉ
技

術
の
信
頼
性
担
保
、
導
入
・

運
用
コ
ス
ト
の
高
さ
、
故
障

時
の
リ
ス
ク
な
ど
、
解
決
す

べ
き
課
題
も
多
く
存
在
し
ま

す
。
重
要
な
こ
と
は
医
療
Ａ

Ｉ
が
ど
れ
だ
け
進
歩
し
た
と

し
て
も
、
治
療
の
最
終
的
な

決
定
は
人
間
が
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
個
人
と
し
て
Ａ
Ｉ
の

ア
シ
ス
ト
は
大
変
助
か
り
ま

す
が
、
医
療
人
と
し
て
は
ど

ん
な
こ
と
も
最
終
責
任
は
自

分
自
身
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
発
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
に

遅
れ
ず
共
存
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

（
小
堀
）

〈
５
月
〉

10
日　

�

接
遇
・
電
話
対
応
マ

ナ
ー
講
座

17
日　

�

２
０
２
５
歯
科
各
種

届
出
に
係
る
研
修
会

24
日　

�

政
策
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー

27
日　

第
２
回
理
事
会

31
日　

第
13
回
代
議
員
総
会

■
第
２
回
理
事
会

日
時　

５
月
27
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

６
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�
第
13
回
代
議
員
総
会
の
総

会
決
議
に
つ
い
て

③�

参
議
院
選
挙
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て

④�

保
団
連
第
３
回
代
議
員
会

の
発
言
通
告
テ
ー
マ
に
つ

い
て

⑤�

苫
小
牧
支
部
の
医
科
歯
科

一
体
及
び
支
部
活
性
化
助

成
金
の
活
用
に
つ
い
て

⑥�

２
０
２
５
年「
看
護
の
日
」

及
び
「
看
護
週
間
」
事
業

へ
の
後
援
及
び
協
賛
に
つ

い
て

⑦�

団
体
署
名「
物
価
高
騰
に

対
す
る
医
療
機
関
へ
の
財

政
措
置
を
求
め
る
要
望

書
」
に
つ
い
て

長
谷　

直
樹
先
生

４
月
12
日
ご
逝
去（
78
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　今国会（第217回通常国会）において「医療法等の一部を改正する法律
案」が提出され、この中には医療ＤＸの推進に関するものも含まれてお
り、電子カルテ情報共有サービスについても審議されます。今回、医療
情報サービスの概要説明と進捗について解説します。

１．電子カルテ情報共有サービスとは
　○�医療機関で記録された電子カルテ情報の一部を、マイナ保険証を利

用することで、全国の他医療機関等が閲覧できる仕組み。電子カル
テ情報共有サービスを用いることにより、他医療機関において作成
された電子カルテ情報（診療情報提供書、退院時サマリー、健康診
断結果報告書からなる「３文書」。傷病名、感染症、薬剤アレルギー等、
その他アレルギー等、検査結果、処方からなる「６情報」）などの
データが医療機関等においてより迅速かつ正確に把握できるように
なり、より安全で質の高い医療の提供に役立つとされている。また、
電子カルテ情報共有サービスに登録された情報は、マイナポータル
を使って患者本人も確認することが出来る 図１ 。

　
 
 

２．利用開始に向けたスケジュール
　○�電子カルテ情報共有サービスは、2025年１月よりモデル事業を順次

開始しており、2025年度中の本番稼働を予定しているとしている。
電子カルテ情報共有サービスは標準規格化対応が必須となってお
り、既に電子カルテシステムを導入している医療機関においてもシ
ステムの標準規格化対応が必要となる。しかし、今年度のスケジュー
ル 図２ については現在検討中であり、方針については確定次第、
別途案内するとしているが未だ方向性が見えてきていない。

 

◇　◇　◇　◇　◇　◇

　国は電子カルテ情報共有サービスを 2025年度中の本稼働を目指して
いるが未だ本格運用の見通しが不明である。電子カルテシステムの普
及率は 2023年度時点では、一般病院65.6％、診療所55.0% である。国は
2030年度までに電子カルテ 100% を目指し、電子カルテ未導入の医療機
関に対して、標準型電子カルテの導入を促している。しかし、システム
の課題やセキュリティ等、電子カルテ情報共有サービスの仕組みが十分
に整備されていない中での本稼働となれば問題が起こることは明白であ
る。今国会での審議を注視していく必要がある。

年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2024年度 2025年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12

システムベンダによる準備作業
（パッケージソフトの改修等）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

★モデル事業順次開始★モデル事業順次開始

電子カルテ情報共有
サービスモデル事業

（北海道、山形県、茨城県、
千葉県、静岡県、石川県、

愛知県、三重県、奈良県、宮崎県）

（終了時期未定）

・電子カルテ情報
・療養上のアドバイス
の閲覧

電子カルテ情報
の閲覧

健康診断結果報告書
の閲覧

図１

図２

字　数

600～800字
締切日
7月2日（水）

テーマは問いません。随筆（身辺雑記、趣
味紹介、紀行文）など何でも結構です。写
真も募集しておりますので、奮ってお寄せ
ください（クオカードを贈呈いたします）。

作品は、こちらまで

北海道保険医会 広報部
〒060-0042
札幌市中央区大通西6丁目6 北海道医師会館3階

011-231-6281
011-231-6283
info@h-hokenikai.comE-mail
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